
令和　2　年度学力検査

B　数 学（10時30分～11時15分・45分間）

問　題　用　紙

注 意

1．「開始」の合図があるまで開いてはいけません。

2．答えは，すべて解答用紙に書きなさい。

3・問題は口から回 までで　6ページにわたって印刷してあります。

4．「開始」の合図で　解答用紙の決められた欄に受検番号を書きなさい。

5．問題を読むとき，声を出してはいけません。

6．「終了」の合図で　すぐに筆記用具を置きなさい。
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□ あとの各問いに答えなさい。（12点）

（1）（－9）×7　を計算しなさい。

（2）÷rTXを計算しなさい。

（3）7（a－b）－4（2a－8b）を計算しなさい。

（4）（／了－／丁）2　を計算しなさい。

（5）〟2－36　を因数分解しなさい。

（6）二次方程式　需＋5〟－1＝0　を解きなさい。

（7）次の表は，Aさんが4月から9月まで，図書館で借りた本の冊数を表したものである。Aさ

んが4月から9月まで，図書館で借りた本の冊数の1か月あたりの平均が5．5冊のとき，uの

値を求めなさい。

月 �4月 �5月 �6月 �7月 �8月 �9月 

図書館で借りた本の冊数（冊） �5 �4 �3 �7 �n �5 

－1－
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田 あとの各問いに答えなさい。（13点）

（1）P中学校で　文集をつくることにした。注文する会社を決めるために，P中学校の近くにあ

るA社とB社それぞれの作成料金を下の表にまとめた。

このとき　次の各問いに答えなさい。

作成料金 �� 

A社 ��文集1冊あたりの費用は，1250円 
ただし，作成冊数に関わらず，初期費用は　無料 

B社 ��文集1冊あたりの費用は　600円 
ただし，作成冊数に関わらず，初期費用は，18000円 

A社とB社で文集を作成するとき，総費用は，次の式で求められる。 

（総費用）＝（初期費用）＋（文集1冊あたりの費用）×（作成する冊数） �� 

①　B社で文集を15冊作成するとき，総費用はいくらになるか，求めなさい。

②　B社で文集を〟冊作成するときの総費用をy円として，〟とyの関係を，次のような一次

関数のグラフに表した。

（円）y

50000

40000

30000

20000

10000

0
5　10　15　20　25　　30　35　40

⑦　B社で文集を総費用4万円以内で作成するとき，最大何冊作成することができるか，求

めなさい。

⑦　A社で文集を蔦冊作成するときの総費用をy円として，〟とyの関係を，グラフに表し

なさい。

㊥　B社で文集を作成する総費用が，A社で文集を作成する総費用より安くなるのは，文集

を何冊以上作成したときか，求めなさい。

－　2　－

次のページへ→
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（2）Aさんは家から1800m離れた駅まで行くのに，はじめ分速60mで歩いていたが，途中か

ら駅まで分速160mで走ったところ，家から出発してちょうど20分後に駅に着いた。

次のi∴∴iは，Aさんが家から駅まで行くのに，歩いた道のりと，走った道のりを，連

立方程式を使って求めたものである。

ことがらを書き入れなさい。

歩いた道のりを〟m，走った道のりをymとすると，

これを解くと，〟＝

歩いた道のりは m，走った道のりは

に，それぞれあてはまる適切な

mとなる。

（3）大小2つのさいころを同時に1回投げ　大きいさいころの出た目の数を十の位の数，小さい

さいころの出た目の数を一の位の数としてできる2けたの数をmとしたとぎ　次の各問いに

答えなさい。

ただし，さいころの目の出方は1，2，3，4，5，6の6通りであり，どの目が出るこ

とも同様に確からしいものとする。

①　mが素数となる確率を求めなさい。

②／方が自然数となる確率を求めなさい。

－　3　－
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田 次の図のように，関数y＝a需・‥⑦のグラフと関数y＝3〟＋7…⑦のグラフとの交点Aがあ

り，点AのX座標が－2である。

このとき，あとの各問いに答えなさい。（8点）

y　　⑦

（l）aの値を求めなさい。

（2）⑦について，弟の変域が－2≦〟≦3のときのyの変域を求めなさい。

（3）⑦のグラフとy軸との交点をBとし，⑦のグラフ上に〟座標が6となる点Cをとり，四角

形ADCBが平行四辺形になるように点Dをとる。

このとき，次の各問いに答えなさい。

①　点Dの座標を求めなさい。

②　点0を通り，四角形ADCBの面積を2等分する直線の式を求めなさい。

ただし，原点を0とする。

－　4　－

次のページへ→
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回 あとの各問いに答えなさい。（6点）

（1）右の図のような，点A，B，C，Dを頂点とする

正四面体ABCDがある。辺ABを1：2に分ける

点E，辺CDの中点Fをとり，3点B，E，Fを結

んで△BEFをつくる。

辺ABの長さが6cmのとき，次の各問いに答え

なさい。

なお，各問いにおいて，答えに√がふくまれ

るときは，√の中をできるだけ小さい自然数にし

なさい。

①　辺BFの長さを求めなさい。

②　辺BFを底辺としたときの△BEFの高さを求めなさい。

（2）次の図で　中心が四角形ABCDの辺AB上にあり，辺BCと辺ADに接する円と辺BCの接

点Pを，定規とコンパスを用いて作図しなさい。

なお，作図に用いた線は消さずに残しておきなさい。

D 

－　5　－
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回 次の図のように，∠BAD＞∠ADCとなる平行四辺形ABCDがあり，3点A，B，Cを通る

円0がある。辺ADと円0の交点をE，線分ACと線分BEの交点をF，∠BACの二等分線と

線分BE，辺BC，円0との交点をそれぞれG，H，Iとする。また，線分EIと辺BCの交点をJ

とする。

このとき，あとの各問いに答えなさい。

ただし，点Iは点Aと異なる点とする。（11点）

ば　△AHC∽△CJIであることを証明したものである。

に，それぞれあてはまる適切なことがらを書き入れなさい。

〈証　明〉　△AHCと△CJIにおいて，

線分AIは∠BACの二等分線だから，

弧BIに対する円周角は等しいから，

①，②より，

∠HAC

∠JCI　　　…②

∠HAC　＝　∠JCI　　　…③

平行四辺形の向かい合う辺は平行だから，AD〟BCとなり，錯角は等しいから，

∠ACH

弧CEに対する円周角は等しいから，

④，⑤より，

③，⑥より，

∠CIJ　　　…⑤

∠ACH　＝　∠CIJ　　　…⑥

がそれぞれ等しいので

△AHC　∽　△CJI

（2）△ADC…△BCEであることを証明しなさい。

（3）AB＝5cm，AE＝8cm，BC＝12cmのとき，次の各問いに答えなさい。

①　平行四辺形ABCDの面積を求めなさい。

なお，答えに√がふくまれるときは√の中をできるだけ小さい自然数にしなさい。

②　線分BGと線分FEの長さの比を，最も簡単な整数の比で表しなさい。

－　6　－

ーおわり－
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0

Ｂ（数学）採点基準 「採点基準」で処理できない場合は，各校の統一見解で採点されたい。

問 題 配 点 正 答 例 備 考

⑴ １点 －６３

１
１２点 ⑵ １点 x

２０

⑶ ２点 － a ＋ ２５ b

⑷ ２点 ７－２

⑸ ２点 （ x ＋ ６）（ x － ６）

－５±
x ＝ ２

⑺ ２点 n ＝９

⑴ ① １点 ２７０００ 円

１３点 ② ㋐ ２点 ３６ 冊

㋑ １点

㋒ ２点 ２８ 冊以上

⑵ ① １点 x ＋ y

x y
② １点 ＋

６０ １６０

③ １点 ８４０ ＊ ③，④両方正答の場

合のみ，１点。

④ ９６０

２
⑶ ① ２点

９

１
② ２点

９

１
⑴ ２点 a ＝

４

９
８点 ２点 ０ ≦ y ≦

４

⑶ ① ２点 Ｄ（ ４ ， ３ ）

５
② ２点 y ＝ x

２

（裏面へ続く）

２９

１０

⑹ ２点

⑵

5 10 15 20 25 30 35 40（冊）

x

10000

20000

30000

40000

50000

（円）

y



⑴ ① １点 ３ cm

６点 ４
② ２点 cm

３

⑵ ３点 ・ ①が示せて，１点。

・ ②が示せて，１点。

＊ 数学的な推論をもとに，作

図されていればよい。

⑴ (ｱ) １点 ∠ＨＡＢ

１１点 (ｲ) １点 ∠ＣＡＥ

(ｳ) １点 ２組の角

⑵ ４点 〈証 明〉 ・ ①の証明ができて，１点。

△ＡＤＣと△ＢＣＥにおいて， ・ ②の証明ができて，１点。

平行四辺形の向かい合う辺はそれぞれ等しいから， ・ ⑥の証明ができて，１点。

ＡＤ＝ＢＣ ・・・①

弧ＥＣに対する円周角は等しいから， ＊ 数学的な推論の過程が，的

∠ＣＡＤ＝∠ＥＢＣ ・・・② 確に表現されていればよい｡

ＡＢ∥ＤＣより，錯角は等しいから，

∠ＡＣＤ＝∠ＢＡＣ ・・・③

弧ＢＣに対する円周角は等しいから，

∠ＢＡＣ＝∠ＢＥＣ ・・・④

③，④より， ∠ＡＣＤ＝∠ＢＥＣ ・・・⑤

三角形の内角の和が180°であることと，②，⑤から，

∠ＡＤＣ＝∠ＢＣＥ ・・・⑥

①，②，⑥より，

１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので，

△ＡＤＣ≡△ＢＣＥ

⑶ ① ２点 １２ cm２

② ２点 ＢＧ：ＦＥ ＝ ７５：９４

合 計 ５０点

３

6

２１

①

②

Ｐ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ
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